
ユネスコ無形文化遺産登録に係る評価のポイント
・地域の人々が一体となって、文化の粋をこらした行事であること。
・曳山を伝統的な工芸技術により、何世紀にもわたり維持してきたこと。
・奉納狂言などの行事のために、年間を通じて準備や練習に取り組んでいること。
・曳山祭のコミュニティは、無形文化遺産の保護にあたり全世界のモデルと評価されたこと。
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今回登録される33件の「山・鉾・屋台行事」

〈ユネスコ無形文化遺産分布図〉

八戸三社大祭の山車行事 魚津のタテモン行事 犬山祭の車山行事
花輪祭の屋台行事 高岡御車山祭の御車山行事 桑名石取祭の祭車行事
角館祭りのやま行事 城端神明宮祭の曳山行事 鳥出神社の鯨船行事
土崎神明社祭の曳山行事 青柏祭の曳山行事 上野天神祭のダンジリ行事
新庄まつりの山車行事 高山祭の屋台行事 京都祗園祭の山鉾行事
日立風流物 古川祭の起し太鼓・屋台行事 長浜曳山祭の曳山行事
烏山の山あげ行事 大垣祭の車山行事 戸畑祗園大山笠行事
鹿沼今宮神社祭の屋台行事 知立の山車文楽とからくり 博多祗園山笠行事
佐原の山車行事 須成祭の車楽船行事と神葭流し 日田祗園の曳山行事
川越氷川祭の山車行事 亀崎潮干祭の山車行事 唐津くんちの曳山行事
秩父祭の屋台行事と神楽 尾張津島天王祭の車楽舟行事 八代妙見祭の神幸行事

東北、関東、中部、北九州に多く分布していることがわかります。この33件の中で子ども狂言を伝承してい
るのは、長浜曳山祭のみで、大きな特徴となっています。
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今回の登録を記念して、来春の長浜曳山祭
本日に、全基が御旅所に勢揃いします。

〈平成５年　長浜曳山祭12基集合写真〉

高円宮殿下記念地域伝統芸能賞受賞
　10月29日(土)に長浜で開催された日本の祭り in
ながはま2016において受賞。今回の登録に先駆け
て栄誉ある賞を賜りました。
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